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目
一
、
は
じ
め
に
二
、「
蕭
和
靈
銘
」
陽
の
缺
字
部
分
に
つ
い
て
三
、
乘
如
禪
師
の
人
物
と
生
涯
四
、
結
語
五
、

一
、
は
じ
め
に
本
稿
で
は
、
新
た
に
「
蕭
和
靈
銘
」
陽 
の
缺
字
部
分
を
復
元
し
、
そ
の
上
で
拙
論
「
蕭
和
靈
銘
の
文
に
つ
い
て
王
維
・
王
縉
兄
弟
と
の
交
流
を
物
語
る
石
刻
料
の
復
元
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
第
五
十
八
集
』
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
	に
復
元
し
た
陰
の
本
文
、
そ
し
て
『
大
宋
高

傳
』
乘
如
傳
の
記
な
ど
を
參
看
し
な
が
ら
、
乘
如
禪
師
の
人
物
像
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
二
、「
蕭
和
靈
銘
」
陽
の
缺
字
部
分
に
つ
い
て
筆
は
、
拙
論
「
蕭
和
靈
銘
の
文
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
蕭
和
靈
銘
」
（
以
下
「
靈
銘
」
と
略
記
）
の
陰
を
復
元
し
、
『
宋
高

傳
』
の
乘
如
傳
に
は
見
え
な
い
禪
師
の
事
績
を
明
ら
か
に
し
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
中
）
乘
如
禪
師
の
人
物
像
を
中
心
に

田

一
た
。
そ
の
際
、
石
の
復
元
は
陰
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。
今
回
、

陰
よ
り
も
滅
の
ん
だ
陽
の
缺
字
を
、
わ
ず
か
な
が
ら
復
元
し
得
る
料
を
特
定
で
き
た
の
で
、
一
部
で
は
あ
る
が
復
元
し
て
み
た
い
。
『
文
續
拾
』
卷
十
三
に
「
會
善
寺
殘
」
な
る
石
刻
が

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
は
、
安
國
寺
で
示
寂
し
、
建
中
元
年
二
	に

ら
れ
た
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
示
寂
し
た
場
と

ら
れ
た
年
	の
二
點
で
、
「
靈
銘
」
陰
に
記
さ
れ
た
乘
如
禪
師
に
關
す
る
記
と
合
す
る
。「
會
善
寺
殘
」
は
行
數
九
行
で
あ
り
、「
靈
銘
」
の
陽
が
十
五
行
で
あ
る
の
と
く
な
る
。
し
か
し
、
陰
の
復
元
の
際
、
下
截
部
分
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
斷
裂
し
た
折
に
、
石
の
一
部
が
粉
々
に
な
っ
て
失
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
よ
っ
て
一
に
無
關
係
の
殘
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
に
「
會
善
寺
殘
」
の
本
文
を
載
せ
る
。
行
頭
の
算
用
數
字
は
行
數
を
表
す
。
□
は
缺
字
。
１
畢
竟
空
□
歸
我
２
可
於
邇
未
嘗
知
倦
３
而
接
細
侶
畫
力
而
衞
法
４
山
之
□
引
是
旋
奉
５
佛
事

６
旦
日
於
上
安
國
寺
趺
坐
如
７
姑
以
建
中
元
年
二
	廿
五
日


８
矣
授
官
之
印
蓋
已
久
９
銘
曰
『
文
續
拾
』
で
は
、「
畢
竟
空
」
の
上
に
「
上
缺
」、「
銘
曰
」
の
後
に
「
下
缺
」
と
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
單
に
「
缺
」
と
あ
る
。「
靈
銘
」
の
陽
と
こ
の
「
會
善
寺
殘
」
を
上
下
に
あ
わ
せ
、「
會
善
寺
殘
」
を
左
右
に
移
動
さ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
文
意
が
じ
る
と
こ
ろ
が
現
わ
れ
た
（
の
復
元
圖
參
照
）。
【「
蕭
和
靈
銘
」
陽
復
元
圖
】
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
中
）（
田
）
57
１
故
臨
壇
大
乘
如
 下闕
!
２
（
空
行
）
３
大
師
號
乘
如
姓
蕭
梁
武
"六
代
 下闕
!
４
皇
#太
子
洗
馬
大
師
$龍
年
中
七
 下闕
!
５
以
律
%爲
生
□
□
□
□
□
□
子
□
 中闕
!
畢
竟
空
□
歸
我
 下闕
!
６
學
於
大
照
長
老
人
莫
得
而
知
 中闕
!
可
於
邇
未
嘗
知
倦
 下闕
!
７
故
□
□
□
餒
實
甚
□
身
有
□
時
&
 中闕
!
而
接
細
侶
畫
力
而
衞
法
８
門
居
臨
壇
之
首
'八
年
□
□
□
□
 中闕
!山
之
□
引
是
旋
奉
 下空
!
「
會
善
寺
殘
」
第
三
行
末
（
復
元
圖
第
七
行
末
）
の
「
而
衞
法
」
か
ら
「
靈
銘
」
陽
第
八
行
行
頭
の
「
門
」
へ
と
繋
が
り
、
「
而
衞
法
門
（
而
し
て
法
門
を
衞
る
）」
と
な
る
。
ま
た
、「
會
善
寺
殘
」
第
四
行
末
（
復
元
圖
第
八
行
末
）
の
「
旋
奉
」
か
ら
「
靈
銘
」
陽
第
九
行
行
頭
の
「
恩
詔
」
へ
と
繋
が
り
、「
旋
奉
恩
詔
（
旋
い
で
恩
詔
を
奉
り
）」
と
な
る
。
更
に
、
「
會
善
寺
殘
」
第
七
行
（
復
元
圖
第
十
一
行
）
の
「
姑
以
建
中
元
年
二
廿
五
日
」
か
ら
「
靈
銘
」
陽
第
十
二
行
の
「
於
嵩
岳
寺
中
之
西
」
へ
と
繋
が
り
、
「
姑
以
建
中
元
年
二
廿
五
日
於
嵩
岳
寺
中
之
西
（
姑
ら
く
建
中
元
年
二
廿
五
日
を
以
て
嵩
岳
寺
中
の
西
に
る
）」
と
な
る
。
そ
し
て
「
會
善
寺
殘
」
第
九
行
（
復
元
圖
第
十
三
行
末
）
の
「
銘
曰
（
銘
に
曰
は
く
）」
か
ら
「
靈
銘
」
陽
第
十
四
行
の
銘
文
「
秉
律
大
師
・
・
・
・
」
へ
と
繋
が
る
の
で
あ
る
。よ
っ
て
、
『
文
續
拾
』
卷
十
三
に

さ
れ
る
「
會
善
寺
殘
」
は
「
靈
銘
」
の
	失
し
た
下
截
部
分
の
う
ち
の
陽
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
「
會
善
寺
殘
」
は
、
「
蕭
和

靈
銘
」
・
「
安
國
寺
殘
」
と
と
も
に
本
來
一
つ
の
石
刻
で
あ
っ
た
と
斷
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。三
、
乘
如
禪
師
の
人
物
と
生
涯
王
維
が
詩
を
寄
せ
た
相
手
で
あ
る
乘
如
禪
師
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
人
物
と
生
涯
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
「
靈
銘
」
の
陽
は
す
で
に
げ
た
。
に
陰
の
復
元
圖
（
こ
れ
は
拙
論
「
蕭
和

靈
銘
の
文
に
つ
い
て
」
で
復
元
し
た
陰
の
本
文
で
あ
る
）、
そ
し
て
『
大
宋
高
傳
』
卷
十
五
の
乘
如
傳
（
以
下
「
乘
如
傳
」
と
略
記
）
を
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
58
９
恩
詔
赴
上
爲
安
國
西
明
兩
寺
中闕

佛
事

下闕

10
代
宗
多
可
其
奏
行
年
八
十
一
大
□
□
□
中闕
旦
日
於
上
安
國
寺
趺
坐
如
11
□
□
巳
□
六
十
有
一
門
人
哀
中闕

姑
以
建
中
元
年
二
廿
五
日

12
於
嵩
岳
寺
中
之
西
兄
曰
時
和
□
中闕

矣
授
官
之
印
蓋
已
久
下闕

13
矣
歎
曰
大
師
我
而
中闕

銘
曰
下空

14
秉
律
大
師
深

下闕

15
法
之

大
師
下闕

げ
る
。
ま
た
、
必
に
應
じ
て
幾
つ
か
料
を
用
い
る
。
な
お
、
拙
論
「
蕭
和
靈
銘
の
文
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
乘
如
禪
師
の
事
績
に
つ
い
て
少
々
觸
れ
て
お
り
、
一
部
そ
れ
と
重
複
す
る
箇
が
あ
る
。
【「
蕭
和
靈
銘
」
陰
復
元
圖
】
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
	邊
（
中
）（

田
）
59
１
（
空
行
）
２
和
法
諱
乘
如
俗
姓
（
以
下
闕
）
３
度
於
東
崇
先
寺
求
佛
事
（
以
下
闕
）
４
殊
之
域
世
問
心
地
於
寂
公
（
以
下
闕
）
５
玄
宗
以
其
行
密
高
特
詔
爲
臨
壇
大
且
統
釋
門
等
濟
（
下
闕
）
６
歸
會
冤

解
以
釋
憾
嘗
以
念
佛
功
爲
蒙
因
易
□
願
故
男
（
下
闕
）
７
坐
或
行
耳
無
輟
聽
非
天
淺
深
善
誘
可
□
孰
能
人
俗
至
於
奉
佛
以
（
下
闕
）
８
以
弘
雖
委
身
險
艱
竭
己
衣
皆
不
之
倦
□
□
□
□
□
天
寶
末
羯
胡
□
□
飮
馬
洛
川
悉
索
聞
人
脅
從
爲
□
９
和
振
錫
箕
頴
南
登
江
因
依
而
行
 
!忠
義
智
是
不
一
姓
時
（
下
空
）
10
肅
宗
"位
之
明
年
也
聞
而
嘉
之
#
$長
安
親
同
其

和

%
&三
之
奧
旨
會
不
二
之
妙
門
詮
經
（
下
闕
）
11
立
與
石
隨
趣
定
惠
而
得
將
'對
上
(稱
歎
因
留


場
安
置
)（
下
空
）
12
代
宗
御
極
禮
有
加
焉
於
對
□
之
時
*付
囑
之
□
佛
有
因
循
舛
駮
咸
得
奏
+以
革
之
正
法
載
行
曠
劫
,
13
-
.以
/老
懇
+閑
居
優
詔
許
之
0宴
安
國
寺
大
1十
三
年
三
2三
日
示
有
□
3疾
沐
浴
趺
坐
謂
門
14
弟
子
曰
法
性
無
4世
相
不
留
報
寄
形
形
盡
□
□
□
□
□
□
而
言
享
年
九
九
之
數
5臘
六
十
有
一
同
俗
6
15
赴
哀
震
京
師
佛
日
以
之
昏
霾
禪
林
以
之
摧
折
詞
畢
恬
□
□
□
□
□
□
門
人
等
號
泣
罔
7窮
戀
靡
極
乃
相
「
乘
如
傳
」
（『
大
宋
高
傳
』
卷
十
五
（
１
））
釋
乘
如
、
未
詳
氏
族
。

律
部
、
頗
善
宣
繩
準
。
緇
徒
罔
不
循
則
。
代
宗

經
、
如
預
其
任
。
應
左
右
街
臨
壇
度
人
、
弟
子
千
數
。
先
是
五
衆
身
、
衣
	什

悉
入
官
庫
、
然
累
、
曷
由
釐
革
。
如
乃
引
律
。
出
家
比
丘
生
隨
得
利
、
死
利
歸
。
言
其
來
本
無
物
也
。
比
丘
貪
畜
、
自
茲
而

、
職
由
於
此
。
今
歸
官
、
例
同

。
世
事
、
闕
人
揚
。
今
屬
文
明
、
乞
循
律
法
、
斷
其
輕
重
。
大
二
年
十
一
二
十
七
日
敕
下
、
今
後

、
物
隨
入
、
仍
班
中
書
門
牒
、
天
下
宜
依
。
如
之
律
匠
、
非
止
訓
二
衆
而
已
、
抑
亦
奮
衆
之
事
、
立
功
不
朽
。
如
公
是
乎
。
西
明
・
安
國
上
座
。
有
文
集
三
卷
、
圓
照
鳩
聚
流
布
焉
。
（
釋
乘
如
、
未
だ
氏
族
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
律
部
を

し
、
頗
る
繩
準
を
宣
す
る
を
善
く
す
。
緇
徒
循
則
せ
ざ
る
は
罔
し
。
代
宗
に
經
し
、
如
其
の
任
に
預
か
る
。
左
右
街
臨
壇
に
て
人
を
度
す
る
に
應 あ
た
り
、
弟
子
千
數
な
り
。
是
よ
り
先
、
五
衆
身
ぶ
れ
ば
、
衣
	・
什


悉
く
官
庫
に
入
る
。
然
る
に
累
を

て
、
曷
に
由
り
て
か
釐
革
せ
ん
。
如
乃
ち
律
を
引
す
。
出
家
の
比
丘
生
き
て
は
利
を
得
る
に
隨
ひ
、
死
し
て
は
利
は
に
歸
す
と
は
、
其
の
來
の
本
よ
り
無
物
な
る
を
言
ふ
な
り
。
比
丘
貪
畜
す
る
は
、
茲
よ
り
し
て

へ
る
こ
と
、
職 も
と
よ
り
此
に
由
る
。
今
し
官
に
歸
せ
ば
、
例 な
ら
ひ

に
同
じ
。
世
の
事
は
人
に
揚
せ
ら
る
る
を
闕
く
。
今
文
明
に
屬 あ
た
り
、
乞
ふ
ら
く
は
律
法
に
循
ひ
、
其
の
輕
重
を
斷 さ
だ
め
ら
れ
ん
こ
と
を
。
大
二
年
十
一

二
十
七
日
に
敕
下
る
。
今
後

じ
て
は
、
物
は
に
入
る
に
隨
へ
。
仍
り
て
中
書
門
牒
に
班
し
、
天
下
宜
し
く
依
る
べ
し
と
。
如
の
律
匠
、
止
だ
に
二
衆
に
訓
ふ
る
の
み
に
非
ず
、
抑
も
亦
た
衆
の
事
を
奮
は
し
、
功
を
立
て
て
朽
ち
ざ
ら
し
む
。
如
公
是
な
る
か
な
。
西
明
・
安
國
の
上
座
に
は
る
。
文
集
三
卷
有
り
、
圓
照
鳩
聚
し
て
流
布
す
。）
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
60
16
曰
我
居
士
和
之
仁
兄
也
東
山
未
旋
（
中
闕
）
有
姪
櫟
陽
縣

曰
（
下
闕
）
17
和
 
!與
和
常
居
中
嶽
雖
生
滅
之
理
"廟
之
儀
孰
敢
專
#遂
$
%於
山
北
寺
將
有
俟
焉
居
士
名
時
18
&
'身
"於
嵩
丘
不
(本
也
和
昔
與
已
齊
友
愛
之
心
)切
以
建
中
元
年
正
十
七
日
自
山
北
寺
*
19
之
+而
數
公
薀
崇
,馨
-居
臺
輔
莫
不
隨
其
.河
/公
綰
0陵
崔
公
渙
太
原
王
公
縉
弘
農
楊
公
綰
爲
支
許
20
堂
□
□
□
□
上
乘
如
何
一
空
1
□
（
中
闕
？
）
□
淨
歎
我
□
殊
2定
水
之
（
中
闕
？
）
□
□
之
峻
極
矣
良
輔
昇
（
下
闕
）
21
建
中
元
年
龍
集
庚
申
仲
秋
■
禪
師
の
生
と
出
家
「
乘
如
傳
」
で
は
、
禪
師
に
つ
い
て
「
未
だ
氏
族
を
詳
ら
か
に
せ
ず
」
と
し
て
い
る
が
、
「
靈
銘
」
陽
第
三
行
の
記
載
に
よ
り
、
俗
姓
が
蕭
（
よ
っ
て
蕭
和
と
稱
さ
れ
る
）、
梁
の
武
の
六
代
の
孫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
後
で
詳
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「
靈
銘
」
陰
に
、
禪
師
は
大
十
三
年
（
七
七
八
）
に
八
十
一
	で
示
寂
し
、

臘
六
十
一
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
禪
師
は

元
年
（
六
九
八
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
開
元
六
年
（
七
一
八
）
に
二
十
一
	で
出
家
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
出
家
し
た
寺
は
、
陰
第
三
行
に
あ
る
洛
陽
の
崇
光
寺
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
基
本
な
履
が
『
大
宋
高

傳
』
に
は
く
見
え
な
い
の
で
、

贊
の
手
許
に
は
、
乘
如
に
關
す
る
料
が
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
陽
第
十
二
行
に
「
兄
曰
時
和
（
兄
は
時
和
と
曰
ひ
）」
、
陰
第
十
六
行
に
「
我
居
士
和
之
仁
兄
也
（
我
が
居
士
は
和
の
仁
兄
な
り
）」
、
陰
十
七
～
十
八
行
に
「
居
士
名
時
（
居
士
名
は
時
）」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
二
人
の
俗
兄
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
王
維
の
詩
に
登
場
す
る
蕭
居
士
と
稱
さ
れ
る
蕭
時
、
そ
し
て
杜

傳
の
作
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
蕭
時
和
で
あ
る
（
２
）。
ま
た
、
陰
第
十
六
行
に
「
有
姪
櫟
陽
縣

曰
（
姪
の
櫟
陽
縣

有
り
て
曰
は
く
）」
と
あ
り
、
陰
の
本
文
が
書
か
れ
た
當
時
、
甥
で
櫟
陽
縣

の
職
に
あ
っ
た
人
物
が
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
■
嵩
山
に
居
す
年

乘
如
は
嵩
山
に
居
し
た
よ
う
で
あ
る
。
陰
第
十
七
行
に
「
和

	與
和
常
居
中
嶽
。
（
和

	
和
と
常
に
中
嶽
に
居
す
）」
と
あ
る
の
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
和

	」
の
直
は
陰
第
十
六
行
の
末
尾
部
分
で
石
が
缺
損
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
蕭
時
和
の
「
時
」
字
が
刻
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
禪
師
の
俗
兄
蕭
時
和
は
、
い
頃
に
禪
師
と
と
も
に
嵩
山
に
ん
だ
ら
し
い
。
「
和

	」
の
直
が
缺
損
し
て
い
て
わ
か
ら
な
い
が
、
蕭
居
士
（
蕭
時
）
の
名
も
加
え
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

俗
の
兄
弟
三
人
が
、
か
り
し
こ
ろ
嵩
山
で
そ
ろ
っ
て
修
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
■
臨
壇
大
と
な
る
乘
如
の
才
能
が
中
央
で
め
ら
れ
る
の
は
、
意
外
に
も
早
か
っ
た
。
臨
壇
大
と
な
っ
た
の
は
、
玄
宗
の
こ
と
で
あ
る
。
陽
第
八
行
に
「
居
臨
壇
之
首
 八
年
（
臨
壇
の
首
に
居
す
る
こ
と
 八
年
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
元
十
九
年
（
七
三
一
）、
三
十
四
	の
時
に
臨
壇
大
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
陰
第
五
行
に
も
「
玄
宗
以
其
行
密
!高
、
特
詔
爲
臨
壇
大
（
玄
宗
其
の
行
密
に
し
て
!高
き
を
以
て
、
特
に
詔
し
て
臨
壇
大
と
爲
す
）」
と
あ
り
、
皇
か
ら
の
信
"が
厚
か
っ
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
#邊
（
中
）（
$田
）
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た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
■
律
と
經
「
乘
如
傳
」
に
は
、「
律
部
を

し
、
頗
る
繩
準
を
宣
す
る
を
善
く
す
」
と
あ
る
。
律
部
に
詳
し
く
法
度
を
と
き
あ
か
す
の
に
長
け
て
い
た
。
こ
れ
は
、
陽
第
十
四
行
の
「
銘
」
に
あ
る
「
秉
律
大
師
」
と
あ
る
こ
と
と
呼
應
す
る
容
で
あ
る
。
陸
長
源
「
嵩
山
會
善
寺
戒
壇
記
（
３
）」
で
は
禪
師
を
稱
揚
し
て
「
上
安
國
寺
臨
壇
大
乘
如
、
修
	業
廣
、
秉
律


、
志
度
有
、
法
庇
群
動
（
上
安
國
寺
臨
壇
大
乘
如
、
	を
修
め
て
業
廣
く
、
律
を
秉
り
て


く
、
志
有
を
度
し
、
法
群
動
を
庇
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。
「
乘
如
傳
」
に
は
ま
た
、「
代
宗
に
經
し
、
如
其
の
任
に
預
か
る
。
左
右
街
臨
壇
に
て
人
を
度
す
る
に
應 あ
たり
、
弟
子
千
數
な
り
」
と
あ
る
。
「
經
」
と
は
、
代
宗
の
梵
文
經
典
の
譯
事
業
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
言
う
（
４
）。
禪
師
は
、
梵
文
に
も
詳
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
■
代
皇
の
崇
陰
第
八
～
第
十
一
行
に
「
天
寶
末
、
羯
胡
□
□
飮
馬
洛
川
。
・
・
・
・
和
振
錫
箕
頴
南
登
江
・
・
・
・
肅
宗
位
之
明
年
也
。
聞
而
嘉
之

長
安
、
親
同
其

。
和


三
之
奧
旨
、
會
不
二
之
妙
門
。
（
天
寶
の
末
、
羯
胡
□
□
馬
を
洛
川
に
飮
ひ
・
・
・
・
和

錫
を
箕
頴
に
振
ひ
、
南
の
か
た
江
を
登
り
・
・
・
・
肅
宗
位
の
明
年
な
り
。
聞
き
て
之
を
嘉
し
、
し
て
長
安
に
ら
し
め
、
親
し
く
其
の

を
同
じ
う
す
。
和


三
の
奧
旨
を
き
、
不
二
之
妙
門
に
會 い
た
る
）」
と
あ
る
。
禪
師
は
安
史
の
亂
が
お
さ
ま
ら
ぬ
中
、
箕
頴
の
地
に
錫
し
、
肅
宗
か
ら
長
安
に
召
さ
れ
て
佛
の
奧
義
を
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
禪
師
は
玄
宗
・
肅
宗
・
代
宗
の
三
代
の
皇
に
重
ん
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
■

の
改
革
さ
て
、
皇
の
信
任
を
得
て
活
す
る
禪
師
が
、

を
改
革
し
た
こ
と
が
「
乘
如
傳
」
に
見
え
る
が
、
そ
の
記
が
な
ん
と
「
乘
如
傳
」
の
紙
幅
の
大
を
占
め
て
い
る
。
出
家
の
五
衆
が
す
る
と
、
そ
の
財
は
收
さ
れ
て
官
庫
に
入
る
と
い
う
慣
例
に
な
っ
て
い
た
。
禪
師
は
こ
れ
を
改
革
し
よ
う
と
し
、
 律
を
!引
し
て
、
改
め
て
も
ら
い
た
い
と
奏
上
し
た
。
す
る
と
、
大
"二
年
に
敕
が
下
さ
れ
、
今
後
、
#
が
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
財
は
#徒
集
團
に
歸
屬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
贊
$は
禪
師
を
こ
う
賞
贊
す
る
。
「
止
た
だ
に
二
衆
に
訓 を
し
ふ
る
の
み
に
非
ず
、
抑
も
亦
た
衆
の
%事
を
奮
は
し
、
功
を
立
て
て
朽
ち
ざ
ら
し
む
。
如
公
是
な
る
か
な
」
在
俗
の
佛
信
&を

'す
る
の
み
な
ら
ず
、
(き
#侶
の
%し
た
事
績
を
發
揚
し
て
そ
の
功
績
を
長
く
留
め
よ
う
と
し
た
。
な
ん
と
正
し
い
こ
と
か
。
陰
第
十
二
行
の
「
佛
有
因
循
舛
駁
&、
咸
得
奏
)以
革
之
（
佛
に
因
循
舛
駁
せ
ん
ば
く
な
る
&
こ
と
有
ら
ば
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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咸 み
な
奏
す
る
を
得
て
以
て
之
を
革 あ
ら
たむ
）」
は
、
こ
の
一
件
を
も
含
す
る
記
と
考
え
ら
れ
る
。
佛
界
に
お
い
て
改
革
す
べ
き
點
が
あ
る
と
、
積
極
に
皇
に
奏
上
し
て
裁
可
を
う
た
の
で
あ
る
。
陽
第
十
行
に
は
「
代
宗
多
可
其
奏
（
代
宗
多
く
其
の
奏
を
可
と
す
）」
と
あ
る
。
禪
師
は
、
因
襲
に
	從
す
る
こ
と
な
く
、
佛
界
の
改
革
を
推
し

め
て
い
た
の
で
あ
る
。
■
會
善
寺
戒
壇
の
再
興
、
そ
し
て
榮
光
の
年
嵩
山
の
會
善
寺
の
西
、
戒
壇
の
左
に
あ
る
と
い
う
（
５
）「
河
南
府
登
封
縣
嵩
岳
會
善
寺
戒
壇
」
（
俗
稱
・
代
宗
御
書
）
の
上
に
は
、「
中
書
奉
敕
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
安
國
寺
乘
如
が
大
二
年
（
七
六
七
）
十
に
、
東
白
馬
寺
・
愛
寺
な
ど
の
七
人
を
ん
で
、
洒

律
に
當
ら
せ
る
こ
と
を
願
い
出
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
廢
し
た
戒
壇
を
再
興
し
、
場
で
戒
律
を
宣
せ
し
め
よ
う
と
い
う
い
意
志
が
現
れ
て
い
よ
う
。

の
中
に
は
「
右
河
南
副
元
帥
門
侍

章
事
王
縉
奏
」
と
あ
り
（
６
）、
王
維
の
弟
王
縉
に
よ
っ
て
こ
の

を
奏
上
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
改
革
の
推

と
い
い
、
戒
壇
の
再
興
と
い
い
、
禪
師
が
卓
越
し
た
政
治
手
腕
を
備
え
て
い
た
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
時
の
力
王
縉
ら
と
の
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
池
田
宗
讓
氏
は
、
代
宗
期
に
お
け
る
「
長
安
・
洛
陽
を
中
心
」
と
す
る
「
寺
院
復
興
・
團
改
善
」
を
め
ぐ
る
佛

團
の
動
き
に
つ
い
て
、
「
不
空
を
中
心
指

と
し
、
元
載
・
杜
鴻
漸
・
王
縉
等
の

勢
貴
族
か
ら
の
厚
い
信
仰
と
經
濟
助
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
で
き
る
が
、
加
え
て
、
代
宗
期
に
於
け
る
寺
院
復
興
・
團
改
善
に
は
、
律
大
 乘
如
等
の
實
務
に
も
長
け
た
律
の
大
き
な
活
!が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
８
）。」
と
分
析
し
て
い
る
。
西
明
寺
圓
照
の
『
代
宗
"
#司
空
大
辨
正
廣
智
三
$和
上
表
制
集
』
卷
一
に
收
載
さ
れ
る
廣
 二
年
（
七
六
四
）
の
「
置
大
興
善
寺
大
 
四
十
九
員
敕
一
首
」
に
、
大
 の
一
人
と
し
て
「
東

愛
寺
乘
如
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
頃
ま
で
洛
陽
の
愛
寺
に
%し
、
以
後
、
大
興
善
寺
に
移
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
圓
照
の
『
大
&貞
元
續
開
元
釋

'』
卷
上
に
は
、
乘
如
が
奉
っ
た
仁
王
經
の
(譯
に
關
す
る
表
が
收
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
表
の
末
尾
に
は
「
永
泰
元
年
八
八
日
大
安
國
寺
上
座
臨
壇
大
 沙
門
乘
如
等
上
表
」
と
あ
り
、
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
に
は
す
で
に
、
安
國
寺
に
%し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
乘
如
傳
」
に
は
「
西
明
・
安
國
の
上
座
に
)は
る
」
と
あ
り
、
長
安
の
大
安
國
寺
・
西
明
寺
の
上
座
と
し
て
*崇
を
受
け
つ
つ
、
榮
光
の
+
年
を
,ご
し
た
の
で
あ
っ
た
。
■
禪
師
の
示
寂
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
-邊
（
中
）（
.田
）
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陰
第
十
三
行
に
「
以
老
懇
閑
居
、
優
詔
許
之
。
遂
宴
安
國
寺
。
（
い
で
老
を
以
て
閑
居
を
懇
す
る
に
、
優
詔
之
を
許
す
。
遂
に
安
國
寺
に
宴 い
こ
ふ
）」
と
あ
り
、
大
年
に
老
齡
を
理
由
に
安
國
寺
に
宴
坐
し
た
よ
う
で
あ
る
。
陰
第
十
三
～
十
四
行
に
「
大
十
三
年
三

三
日
、
示
有
□
	疾
、
沐
浴
趺
坐
。
・
・
・
享
年
九
九
之
數
。

臘
六
十
一
（
大
十
三
年
三
三
日
、
□
	疾
有
る
を
示
し
、
沐
浴
し
趺
坐
す
。
・
・
・
享
年
九
九
之
數
な
り
。

臘
六
十
一
）」
と
あ
る
。
享
年
八
十
一
は
當
時
と
し
て
長
命
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
■
俗
兄
蕭
居
士
に
よ
る
靈
建
立
發
願
陰
第
十
七
行
に
「
和

與
和
常
居
中
嶽
。
雖
生
滅
之
理
・

廟
之
儀
、
孰
敢
專
。

於
山
北
寺
、
將
有
俟
焉
。
居
士
名
時
、
身
於
嵩
丘
、
不
本
也
。
・
・
・
・
（
和


和
と
常
に
中
嶽
に
居
す
。
生
滅
之
理
・
廟
之
儀
と
雖
も
、
孰
か
敢
へ
て
專
ら
せ
ん
。
山
北
の
寺
に

し
、
將
に
俟
つ
有
ら
ん
と
す
。
居
士
名
は
時
、
身
を
嵩
丘
に
て
、
本
を
れ
ざ
る
な
り
。
）」
と
あ
る
。
俗
兄
の
蕭
居
士
（
蕭
時
）
は
、
思
い
出
深
い
嵩
山
に
、
禪
師
の
靈
を
建
立
す
る
こ
と
を
發
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
計
畫
は
す
ぐ
に
は
完
遂
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
骨
は
一
旦
、
山
北
の
寺
に
假
埋
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ら
し
い
。
■

・
王
縉
ら
官
僚
の
參
列
陰
第
十
八
～
十
九
行
に
「
以
建
中
元
年
正
十
七
日
自
山
北
寺

之
・
・
・
數
公
薀
崇
馨
、
更
居
臺
輔
、
莫
不
隨
（
建
中
元
年
正

十
七
日
を
以
て
山
北
の
寺
よ
り
之
を
す
・
・
・
數
公
薀
崇
く
馨 かぐ
は
し
く
、
更

こ
も
ご
も
臺
輔
に
居
る
も
隨
は
ざ
る
は
莫
し
）」
と
あ
る
。
禪
師
の
示
寂
か
ら
二
年
後
の
建
中
元
年
（
七
八
〇
）
正
、
山
北
の
寺
に
假
埋
し
て
あ
っ
た
骨
を
嵩
岳
寺
に
移
し
た
。
そ
の
儀
式
の
際
、
宰
相
に
な
る
ほ
ど
の
人
物
が
付
き
從
っ
た
。
同
じ
く
第
十
九
行
に
「
其
河
公
・
陵
崔
公
渙
・
太
原
王
公
縉
・
弘
農
楊
公
綰
爲
支
許
（
其
れ
河
公
・

陵
崔
公
渙
・
太
原
王
公
縉
・
弘
農
楊
公
綰
支
許
を
爲
す
）」
と
あ
る
。

・
崔
渙
・
王
縉
・
楊
綰
が
そ
の
人
物
で
あ
り
、
禪
師
は
こ
れ
ら
の
高
官
僚
た
ち
と
「
支
許
」
、
す
な
わ
ち
支
遁
と
許
詢
の
よ
う
な
親
し
い
交
際
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
王
維
・
王
縉
と
禪
師
の
交
流
の
發
端
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
蕭
和
靈
銘
の
文
に
つ
い
て
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。
■
再
度
の
假
埋
を
經
て
靈
完

拙
論
「
蕭
和
靈
銘
の
文
に
つ
い
て
」
執
筆
段
階
で
は
、
「
禪
師
示
寂
後
、
骨
を
山
北
の
寺
に
假
埋
し
、
二
年
後
の
建
中
元
年
の
春
に
骨
函
を
掘
り
出
し
、
嵩
岳
寺
の
西
に
埋
し
て
靈
を
建
て
た
」
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
、
陽
の
一
部
を
復
元
し
て
新
た
な
事
實
が
明
し
た
。
 
!の
"り
、
今
回
の
復
元
で
陽
第
十
一
～
十
二
行
が
「
姑
以
建
中
元
年
二
廿
五
日
於
嵩
岳
寺
中
之
西
（
姑
ら
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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く
建
中
元
年
二
廿
五
日
を
以
て
嵩
岳
寺
中
の
西
に
る
）」
と
い
う
一
文
と
し
て
繋
が
っ
た
。
よ
っ
て
、
山
北
の
寺
に
假
埋
し
て
あ
っ
た
骨
函
を
、
建
中
元
年
の
正
に
掘
り
出
し
た
際
に
は
、
靈
は
ま
だ
完
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ
で
同
年
二
に
、
嵩
岳
寺
中
の
西
に
、
ま
た
一
時
に




っ
た
わ
け
で
あ
る
。
陽
の
「
姑
（
し
ば
ら
く
）」
の
一
字
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
數
ヶ
後
に
骨
函
を
ま
た
掘
り
出
し
て
、
陰
第
二
十
一
行
の
年
記
に
あ
る
建
中
元
年
八
に
、
靈
の
中
に
	骨
し
て
靈
が
完
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
靈
は
、
嵩
岳
寺
の
寺
域
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
完
を

え
る
こ
と
の
で
き
た
蕭
居
士
は
、
八
十
數
の
老
齡
に
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
四
、
お
わ
り
に
本
稿
で
は
新
た
に
一
部
復
元
で
き
た
「
蕭
和
靈
銘
」
の
陽
と
二
〇
〇
六
年
に
復
元
し
た
陰
、
そ
し
て
『
大
宋
高
傳
』
乘
如
傳
や
そ
の
他
の
料
を
も
と
に
、
乘
如
禪
師
の
人
物
と
生
涯
を
探
っ
た
。
梁
の
武
の
六
代
の
孫
と
い
う
名
流
に
生
を
享
け
、
二
十
一
で
出
家
。
く
し
て
玄
宗
の
眼
を
得
て
臨
壇
大
と
な
り
、
續
い
て
肅
宗
・
代
宗
と
代
皇
の
崇
を
得
た
。
佛
界
に
お
け
る

の
改
革
や
會
善
寺
戒
壇
の
再
興
と
い
っ
た
大
事
業
を
て
が
け
、
西
明
・
安
國
兩
寺
の
上
座
に
わ
っ
た
。
そ
し
て
俗
兄
蕭
居
士
に
よ
っ
て
嵩
岳
寺
に
靈
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
王
維
が
詩
を
寄
せ
た
相
手
、
乘
如
禪
師
の
生
涯
で
あ
る
。
禪
師
に
寄
せ
た
詩
の
中
で
、
王
維
は
多
く
の
典
故
を
踏
ま
え
な
が
ら
禪
師
を
賞
贊
し
つ
く
し
て
い
る
。
實
の
と
こ
ろ
、
王
維
の
あ
ま
り
の
賞
贊
ぶ
り
に
は
、
こ
れ
ま
で
少
な
か
ら
ず
和
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
く
し
て
臨
壇
大
と
な
る
ほ
ど
の
北
宗
禪
の
奇
才
な
る
が
ゆ
え
に
、
意
を
め
つ
つ
斯
か
る
詩
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
俗
兄
の
蕭
居
士
も
禪
師
に
負
け
ず
劣
ら
ず
修
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
照
禪
師
普
寂
を
中
心
と
す
る
俗
を
交
え
た
佛
グ
ル
ー
プ
に
、
禪
師
兄
弟
も
王
維
兄
弟
も
屬
し
て
い
た
と
い
う
、
單
な
る
親
し
み
か
ら
だ
け
で
な
く
、
禪
師
兄
弟
が
人
物
才
能
と
も
に
出
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
王
維
も
最
大
の

を
こ
め
て
詩
を
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
側
に
刻
さ
れ
た
詩
題
中
の
「
僕
竊
焉
（
僕
竊
か
に
焉 こ
れ
を
ふ
）」
が
、
そ
れ
を
端
に
示
し
て
い
る
。
 稿
で
は
、
拙
論
（
上
）
（
中
）
で
得
ら
れ
た
事
實
を
踏
ま
え
て
、
王
維
が
禪
師
に
寄
せ
た
詩
を
解
釋
し
、
か
つ
そ
の
作
品
の
制
作
年
代
を
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
!邊
（
中
）（
"田
）
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五
、

（
１
）
范
擁
點
校
『
宋
高
傳
』
（
中
書
局
、
一
九
八
七
年
）
を
用
い
た
が
、
一
部
、
句
讀
の
り
を
正
し
て
い
る
。
（
２
）
陶
『

詩
人
名
彙
考
』
（
	

出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
は
、
「
乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
に
お
い
て
、
陳
君
『

文
補
』
（
二
〇
〇
五
年
）
に
收
載
さ
れ
る
「
蕭
和
靈
銘
」
の
陽
と
陰
（
當
然
の
こ
と
な
が
ら
い
ず
れ
も
上
截
部
分
の
み
）
を
げ
て
い
る
。
陶
氏
は
陽
・
陰
の
上
截
部
分
し
か
見
て
い
な
い
の
で
「
其
兄
蕭
居
士
名
時
和
」
と
り
、
さ
ら
に
『
太
廣
記
』
卷
三
〇
〇
の
『
杜

』
の
末
「
出
處
士
蕭
時
和
作
傳
」
を
引
い
て
、
「
此
人
」
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し
た
陰
十
七
～
十
八
行
の
「
居
士
名
時
（
居
士
名
は
時
）
」
は
「
時
」
字
ま
で
が
下
截
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
拙
論
「
蕭
和
靈
銘
の
文
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
復
元
に
よ
っ
て
初
め
て
、
蕭
居
士
の
本
名
が
蕭
時
和
で
は
な
く
蕭
時
で
あ
る
と
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。
（
３
）
『
嵩
陽
石
刻
集
記
』
卷
上
、
一
。（『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
（
第
二
冊
）』、
中
州
古
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
（
４
）
西
明
寺
圓
照
『
大
貞
元
續
開
元
釋

』
卷
中
に
は
「
 經 !
!臨
壇
大
"西
明
安
國
寺
上
座
乘
如
表
#集
三
卷
」
（
傍
點
$田
）
と
い
う
書
名
が
見
え
る
。
（
５
）
『
%嵩
』
卷
十
四
（
『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
（
第
三
冊
）
』
、
中
州
古
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
（
６
）
（
３
）
&
書
。
卷
下
、
三
。
（
７
）
池
田
宗
讓
「
一
行
禪
師
創
建
嵩
岳
會
善
寺
戒
壇
（
一
）
會
善
寺
戒
壇
史
」
（
『
財
團
法
人
三
康
文
'
(究
&年
報
第
二
十
一
號
』
、
一
九
九
〇
年
）
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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